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サンゴ生育型について  

１．サンゴ生育型観察調査（モニタリングサイト 1000）  
  スポットチェック法（15 分間スノーケリング）。サンゴ類の着床基質となる底質のう

ちサンゴ群集の生育型を示す。  

生　育　型

1 枝状ミドリイシ優占型

2 枝状・卓状ミドリイシ混成型

3 卓状ミドリイシ優占型

4 特定種優占型

5 多種混成型

6 ソフトコーラル優占型 　ソフトコーラルの被度が60％以上

生　育　状　況

　サンゴに占める枝状ミドリイシ類の割合が60％以上

　サンゴに占める枝状及び卓状ミドリイシ類の合計の割合が60％以上で
あって、枝状及び卓状ミドリイシ類各々の割合は60％未満

　指状ミドリイシも含め、サンゴの占める卓状ミドリイシ類の割合が60％以
上

　サンゴに占める上記以外の種もしくは類の割合が60％以上

　多くの種が混在し、サンゴに占める割合が60％以上の特定の優占種も
しくは類がない

 
２．サンゴ生育型の変遷  
（１）【H17 年度】  
  ●枝状ミドリイシ型は、ユイサービシ～カタグヮー礁池内、コハマノアガリ（小浜島

南東沖礁）～シラマーグー（小浜島南沖礁）、ヨナラ水路内～タマンジュニに分布。 
  ●枝状・卓状ミドリイシ型は、タキドングチ北礁、カタグヮー北礁～ケージビシ～シ

モビシ、ウラビシ西礁～メービシ～黒島北沖礁、新城島下地西礁池に分布。  
●卓状ミドリイシ型は、竹富島北礁、嘉弥真島北礁～コハマビシ、ウラビシ東礁～ウ

ーラービシ（黒島北東礁）、キャングチ、黒島北西礁～タナカノスニ～マイビシ周辺

に分布。  
●特定優占種型は、クングチ（西表島古見沖礁）でハマサンゴ・キクメイシが優占、

黒島南礁池内で枝状コモンサンゴ優占。  
●多種混成型は、ユクサンビシ（竹富島南東沖礁）周辺、ユイサービシ南礁、小浜島

東、小浜島南、ヨナラ水路北、黒島礁地内、新城島東礁に分布。  
（２）【H18 年度】  
   H17 年度と同様な分布傾向。  
（３）【H19 年度】  

ユクサンビシ、カタグヮー、黒島礁地内、新城島西礁で、枝状ミドリイシ型又は枝

状・卓状ミドリイシ型が多種混成型に変化。  
（４）【H20 年度】  

タキドングチで多種混成型から枝状ミドリイシ型又は枝状・卓状ミドリイシ型に変

化。一方で、竹富島南沖礁、黒島礁池内、タナカノスニ周辺、新城島下地西礁池が枝

状ミドリイシ型、枝状・卓状ミドリイシ型又は卓状ミドリイシ型が多種混成型に変化。  




